
海
成
中
位
段
丘
の
高

度
分
布
か
ら
富
来
川

南
岸
断
層
の
活
動
を

明
ら
か
に

二
〇
一
二
年
十
一
月
ま
で
の

調
査
で
は
、
富
来
川
南
岸
の
巌

門
と
牛
下
に
お
い
て
標
高

三
十
四
～
四
十
二
メ
ー
ト
ル
で

海
成
の
堆
積
物
を
認
め
ま
し

た
。
富
来
川
北
岸
の
八
幡
で
は

海
成
堆
積
物
は
標
高
約
二
十

メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、
こ
の
こ
と

は
北
陸
電
力
も
認
め
て
い
ま

す
。
こ
の
標
高
差
は
、
志
賀
原

発
か
ら
北
約
九
キ
ロ
の
、
富
来

川
の
南
に
そ
っ
て
走
っ
て
い
る

と
想
定
さ
れ
て
い
る
富
来
川
南

岸
断
層
が
活
動
し
た
こ
と
に
よ

る
と
推
定
す
る
の
が
、
最
も
合

理
的
で
す
。

二
〇
一
三
年
の
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
は
、
志
賀
原
発
敷
地
西

方
と
原
発
北
二
キ
ロ
の
福
浦
新

燈
台
下
の
岩
石
海
岸
の
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
志
賀
原
発
敷
地

西
方
海
岸
に
数
多
く
分
布
す
る

「
線
状
構
造
」
に
つ
い
て
、
走

向
や
長
さ
な
ど
の
測
量
と
観

察
、
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
を
行
っ
た

結
果
、
鏡
肌
や
条
線
を
認
め
る

な
ど
、
こ
れ
ら
が
断
層
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

海
食
ノ
ッ
チ
の
高
度 

分
布
も
富
来
川
南
岸 

断
層
の
活
動
を
裏
付
け

二
〇
一
四
年
四
月
に
は
、
志

賀
原
発
の
北
八
キ
ロ
の
領
家
港

か
ら
同
原
発
の
南
四
キ
ロ
の
志

賀
町
小
浦
に
い
た
る
岩
石
海
岸

に
分
布
す
る
海
食
ノ
ッ
チ
を
調

査
し
ま
し
た
。海
食
ノ
ッ
チ
は
、

海
食
窪
と
も
い
い
、
波
食
作
用

や
海
水
の
溶
解
作
用
に
よ
っ
て

海
食
崖
の
下
部
に
で
き
る
微
地

形
で
、
奥
行
き
よ
り
幅
が
大
き

い
く
ぼ
み
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
調
査
の
結
果
、
①
岩
石
海

岸
の
各
地
で
、
二
段
の
海
食

ノ
ッ
チ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と	

②
高
位
の
ノ
ッ
チ
も
低
位
の

ノ
ッ
チ
も
、
南
か
ら
北
に
向

か
っ
て
高
度
を
上
げ
て
お
り
、

高
位
の
ノ
ッ
チ
は
そ
の
傾
向
を

い
っ
そ
う
強
く
示
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
富
来
川
南

岸
断
層
が
最
近
の
十
二
～

十
三
万
年
間
、
継
続
的
に
隆
起

し
て
き
て
お
り
、
し
か
も
、
約

六
千
年
前
の
縄
文
海
進
期
に
で

き
た
と
思
わ
れ
る
低
位
の
海
食

ノ
ッ
チ
も
高
位
の
ノ
ッ
チ
と
同

様
に
北
に
向
か
っ
て
高
く
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し
た

隆
起
運
動
が
約
六
千
年
前
以
降

も
同
じ
よ
う
に
続
い
て
い
る
こ

と
を
明
確
に
示
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
四
年
五
月
に
は
、
富

来
川
の
北
岸
に
あ
る
風
無
港
と

西
海
港
に
あ
る
海
食
ノ
ッ
チ
の

調
査
を
行
い
、
志
賀
原
発
の
南

四
キ
ロ
の
小
浦
か
ら
北
八
キ
ロ

の
領
家
港
に
向
か
っ
て
高
度
を

上
げ
て
き
た
海
食
ノ
ッ
チ
が
、

富
来
川
を
は
さ
ん
で
一
転
し
て

高
度
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
七
年
、
能
登
半
島
地

震
に
お
い
て
は
、
産
業
技
術
総

合
研
究
所
と
金
沢
大
学
、
福
井

大
学
な
ど
の
複
数
の
グ
ル
ー
プ

が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
海
岸
の
上

下
変
位
を
測
定
し
、
震
源
断
層

に
向
か
っ
て
南
か
ら
北
に
隆
起

量
が
次
第
に
大
き
く
な
り
、
断

層
を
挟
ん
で
一
転
し
て
沈
降
す

る
と
い
う
現
象
を
認
め
ま
し

た
。
こ
う
し
た
上
下
変
位
は
、

能
登
半
島
地
震
の
震
源
域
の
海

成
中
位
段
丘
面
の
高
度
変
化
と

よ
い
一
致
を
示
し
、
能
登
半
島

地
震
と
同
様
の
地
震
の
繰
り
返

し
に
よ
っ
て
地
盤
が
隆
起
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
海
成

中
位
段
丘
面
の
標
高
分
布
を
形

づ
く
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

四
団
体
に
よ
る
海
成
砂
層
の

標
高
分
布
、
海
成
ノ
ッ
チ
の
高

度
変
化
の
調
査
結
果
は
、
富
来

川
を
は
さ
ん
で
同
様
の
地
形
変

動
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
お
り
、
富
来
川
南
岸
断

層
が
明
ら
か
に
活
断
層
で
あ
る

こ
と
を
示
す
も
の
で
す
。

生
神
・
金
剛
荘
跡
の 

海
成
堆
積
物
の
露
頭

―
北
電
は
ま
と
も
な

地
質
調
査
を
行
っ
て

い
な
い

二
〇
一
四
年
六
月
に
は
、
志

賀
原
発
の
北
方
約
七
キ
ロ
に
あ

る
生
神･

金
剛
荘
跡
の
周
辺
の

露
頭
の
調
査
を
行
い
、
新
た
に

海
成
段
丘
堆
積
物
を
認
め
ま

し
た
。

生
神･

金
剛
荘
跡
の
周
辺
に

は
、
砂
層
か
ら
な
る
い
く
つ
か

の
露
頭
が
あ
り
ま
す
。
標
高

四
十
六
メ
ー
ト
ル
の
平
坦
面
の

下
の
露
頭
は
、
泥
の
粒
子
な
ど

を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
淘
汰
の

よ
い
砂
の
層
準
が
あ
る
こ
と

や
、
甲
殻
類
の
巣
穴
と
考
え
ら

れ
る
砂
粒
子
の
団
塊
が
多
数
含

ま
れ
る
こ
と
か
ら
海
浜
の
堆
積

物
で
あ
り
、
平
坦
面
の
保
存
の

程
度
や
現
海
面
と
の
高
さ
の
差

な
ど
か
ら
中
位
段
丘
面
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
一
方
、
山
の
斜
面

を
な
す
高
さ
五
十
三
メ
ー
ト
ル

に
至
る
露
頭
に
は
明

瞭
な
葉
理
が
認
め
ら

れ
、
甲
殻
類
の
生
痕

（
巣
穴
）
化
石
も
見

つ
か
り
ま
し
た
。
こ

ち
ら
も
海
成
の
堆
積

物
で
、
よ
り
時
代
の

古
い
高
位
段
丘
に
相

当
す
る
堆
積
物
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
生
神･

金
剛
荘

の
す
ぐ
北
に
あ
る
、

は
た
ご
隧
道
の
南
側

入
り
口
の
東
側
の
斜

面
の
上
に
は
、
砂
の

層
か
ら
な
る
露
頭
も

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

生
神･

金
剛
荘
跡

の
海
成
砂
層
の
露
頭

に
つ
い
て
は
、『
富

来
町
史
』
通
史
編
に

藤 

則
雄･

金
沢
大

学
教
育
学
部
教
授
（
当
時
。
現

在
は
同
大
名
誉
教
授
）
に
よ
っ

て
「
生
神
の
金
剛
荘
付
近
に
発

達
す
る
約
十
五
万
～
十
万
年
前

の
海
岸
段
丘
の
砂
層
」
と
説
明

が
添
え
ら
れ
た
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

北
陸
電
力
は
富
来
川
の
左
岸

（
南
岸
）
に
お
い
て
、
福
浦
港

以
北
に
は
段
丘
堆
積
物
は
な
い

と
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

生
神･

金
剛
荘
跡
の
周
辺
に
分

布
す
る
海
成
段
丘
堆
積
物
は
志

賀
原
発
の
建
設
が
始
ま
る
十
年

以
上
前
に
書
か
れ
た
『
富
来
町

史
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
上

に
、
金
剛
荘
の
す
ぐ
北
に
あ
る

旧
県
道
を
歩
け
ば
、
は
た
ご
隧

道
の
南
側
入
り
口
の
東
側
斜
面

上
の
海
成
中
位
段
丘
の
露
頭

は
、必
ず
目
に
入
る
も
の
で
す
。

四
団
体
は
こ
れ
ま
で
に
、
北

陸
電
力
の
調
査
は
科
学
的
と
は

到
底
言
え
な
い
と
指
摘
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
の
調
査
の
結

果
は
、
北
陸
電
力
が
ま
と
も
な

地
質
調
査
を
行
っ
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
を
示
す
も
の

で
す
。

北
陸
電
力
は
六
月
二
十
六
日

の
社
長
記
者
会
見
な
ど
で
、
七

月
上
旬
に
活
断
層
調
査
を
ほ
ぼ

終
え
る
な
ど
と
述
べ
て
い
ま
す

が
、
調
査
を
終
え
ら
れ
る
ど
こ

ろ
か
当
然
行
う
べ
き
調
査
を

行
っ
て
い
な
い
こ
と
は
明
白

で
す
。

経
済
産
業
省
、
原
子
力

安
全
保
安
院
、
北
陸
電

力
に
申
し
入
れ

原
子
力
規
制
委
員
会
が

二
〇
一
四
年
三
月
二
十
四
日
に

行
っ
た
志
賀
原
発
の
活
断
層
問

題
に
関
す
る
評
価
会
合
で
は
、

「
二
〇
〇
七
年
能
登
半
島
地
震

を
は
じ
め
、
一
八
九
二
年
に
は

か
な
り
近
く
で
地
震
が
起
こ
っ

て
い
る
。
兜
岩
沖
断
層
、
碁
盤

島
沖
断
層
の
活
動
性
の
評
価
、

ず
れ
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
の

評
価
が
重
要
だ
。
大
き
な
目
で

見
た
時
、
ど
の
く
ら
い
の
規
模

の
地
震
が
起
こ
り
得
る
か
を
考

え
る
上
で
、
近
傍
の
断
層
に
つ

い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」

（
藤
本
委
員
）、「
富
来
川
南
岸

断
層
、
酒
見
断
層
な
ど
に
つ
い

て
も
、
検
討
し
た
デ
ー
タ
が
あ

れ
ば
、提
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

敷
地
内
断
層
と
周
辺
の
断
層
の

関
連
性
は
ど
う
な
の
か
」（
廣

内
委
員
）
と
の
指
摘
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
六
月
十
日
に
行

わ
れ
た
石
川
県
・
志
賀
町
議
会

原
子
力
発
電
所
対
策
特
別
委
員

会
の
終
了
後
、
委
員
長
が
「
北

陸
電
力
と
し
て
は
活
断
層
で
な

い
と
し
た
い
だ
ろ
う
が
、
町
民

の
安
全
安
心
を
考
え
た
ら
、
そ

れ
を
そ
の
ま
ま
う
の
み
に
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
語
っ

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
（
朝

日
新
聞
、
二
〇
一
四
年
六
月

十
一
日
）。

原
子
力
規
制
委
員
会
と
し

て
、
生
神
・
金
剛
荘
跡
の
露
頭

や
「
は
た
ご
隧
道
」
斜
面
上
の

露
頭
を
は
じ
め
、
富
来
川
南
岸

断
層
の
活
動
に
つ
い
て
科
学
的

で
国
民
の
納
得
が
得
ら
れ
る
調

査
を
行
う
と
と
も
に
、
北
陸
電

力
に
も
信
頼
に
足
る
調
査
を
実

施
さ
せ
て
公
表
さ
せ
る
こ
と
が

急
務
で
す
。
ま
た
、
北
電
は
科

学
的
な
調
査
結
果
に
も
と
づ
い

て
志
賀
原
発
を
廃
炉
と
す
べ
き

で
す
。

原
発
問
題
住
民
運
動
石
川
県

連
絡
セ
ン
タ
ー
と
能
登
地
域
連

絡
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
六
月

二
十
七
日
に
国
会
内
で
、
経
済

産
業
省
と
原
子
力
規
制
委
員
会

に
こ
う
し
た
内
容
の
申
し
入
れ

を
行
い
、
四
団
体
は
七
月
七
日

に
志
賀
規
制
事
務
所
と
北
陸
電

力
に
も
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その20

シリーズ

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その28

シリーズ

信
頼
で
き
な
い
政
府
の
ウ
ソ
と

　内
部
被
ば
く
の
真
実
に
触
れ
て

保
険
医
協
会
定
期
総
会・記
念
講
演
要
旨

保
険
医
協
会
定
期
総
会・記
念
講
演
要
旨

第
4
回
核
兵
器
廃
絶
国
際
行
動
デ
ー
に
参
加
し
て

第
4
回
核
兵
器
廃
絶
国
際
行
動
デ
ー
に
参
加
し
て

　理
事

　斉
藤

　典
才
（
金
沢
市
・
外
科
）

　日
本
科
学
者
会
議
原
子
力
研
究
研
究
委
員
会
委
員

　児
玉

　一
八

テ
ー
マ
／『
放
射
線
の
健
康
影
響
』  
講
師
／
矢
ヶ
﨑
克
馬

ま
と
も
な
調
査
を

　実
施
し
な
い
北
電

集
会
に
集
っ
た
三
百
二
十
人
が
決
意

志
賀
原
発
の
北
約
九
キ
ロ
に
位
置
す
る
富
来
川
南
岸
断
層

は
、
活
動
す
れ
ば
原
発
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

日
本
科
学
者
会
議
石
川
支
部
、
原
発
問
題
住
民
運
動
石
川

県
連
絡
セ
ン
タ
ー
、
原
発
問
題
住
民
運
動
能
登
地
域
連
絡
セ

ン
タ
ー
、原
発
を
考
え
る
石
川
女
性
の
会
（
以
下
、「
四
団
体
」）

は
二
〇
一
二
年
春
以
来
、
富
来
川
の
北
岸
と
南
岸
の
海
成
中

位
段
丘
に
お
い
て
調
査
・
解
析
を
行
い
、
富
来
川
南
岸
断
層

の
存
在
と
更
新
世
後
期
に
お
け
る
活
動
を
裏
付
け
る
調
査
結

果
を
得
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
原
子
力
規
制
委
員
会
に
、
四

回
に
わ
た
っ
て
報
告
し
て
い
ま
す
。

志賀原発周辺の海成中位段丘（上）と海食ノッチ（中）の高度分布、
および調査地点の位置（下）
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本
海
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岸
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